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１ 豚コレラとは 

 豚コレラは、家畜伝染病予防法に規定される家畜伝染病で、豚及びいのししに感

染する致死率の高いウイルス性の伝染病であり、我が国は平成19年4月1日から、国

際獣疫事務局（OIE）の規約に定める豚コレラ清浄国である。 

 豚コレラは、口蹄疫に比べて伝播力は強くないものの、発生時の養豚産業への影

響が大きいことから、口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザと同様に、家畜伝染病予

防法及び特定家畜伝染病防疫指針により防疫措置が定められている。 

 

２ 発生状況 

（１）国 内 

昭和30年代から40年代にかけて全国的に発生したが、昭和44年に生ワクチンが開

発されてからは激減した。 

愛知県の最終発生 昭和55年（田原市） 

全国の最終発生  平成4年（熊本県） 

  平成30年9月9日、国内で26年ぶりとなる発生が確認された。 

    発生場所 岐阜県岐阜市  飼養頭数 610頭（繁殖豚79頭、肥育豚531頭） 

 

（２）海 外 

  発生国は、中国や東南アジアなどの近隣諸国をはじめ世界各国に分布している。 

 清浄国は、北米、オーストラリア、西欧地域、南米の一部となっている（平成30

年9月現在）。 

 

３ 発生時の防疫措置 

（１）発生農場における防疫措置 

 患畜及び疑似患畜のと殺、と殺後の死体及び汚染物品の処理、畜舎の消毒、発

生農場周辺の通行の制限又は遮断 

（２）周辺における防疫措置 

   移動制限区域及び搬出制限区域の設定、消毒ポイントの設置 

 

４ 伝播経路 

 感染動物との直接接触の他、鼻汁や排泄物の飛沫・付着物との間接接触により起

こる。 

海外の発生国からの入国者や携行品、また海外からの船舶、航空機の厨芥残さな

どが国内への侵入経路となる可能性がある。 

 

５ 症状等 

死亡率が高い。発熱(41～42℃)、元気消失、食欲不振、結膜炎(目やに)、便秘に

続く下痢、歩行困難・後躯麻痺及び痙攣などの神経症状、体表(耳翼、頚部、下腹

部)の紫斑（チアノーゼ）、妊娠豚の流産などの症状がみられる。 

豚コレラは、豚、いのししの病気であり、人に感染することはありません。 


